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呼吸器内科 

 

【診療科概要】 

呼吸器内科  副院長  杉本 勇二（すぎもと ゆうじ） 

          統括部長 長谷川 泰之（はせがわ やすゆき） 

       部長   澄川 崇 （すみかわ さとし） 

医師数  常勤医師 5名 

資格等  認定内科医 5名、総合内科専門医 2名、指導医 4名（日本内科学会） 

呼吸器専門医 5名・指導医 2名（日本呼吸器学会） 

がん薬物療法専門医  2名・指導医１名（日本臨床腫瘍学会） 

気管支鏡専門医  2名（日本呼吸器内視鏡学会） 

がん治療認定医 1名（日本癌治療学会） 

リウマチ専門医 1 名・指導医 1 名（日本リウマチ学会） 
アレルギー専門医 1 名（日本アレルギー学会） 

 

呼吸器内科   

肺癌、肺炎、気管支喘息、慢性閉塞性肺疾患、間質性肺炎など呼吸器疾患全般お

よび、関節リウマチや SLEなどの自己免疫疾患の診療を行っている。結核病棟を

有している。また原発不明癌、他部位の癌に対しても対応している。 

 

【一般目標】 

新医師臨床研修の 2 年間を終えた後、専攻医として、より専門的内科診療技術を修得

し、総合内科専門医･呼吸器専門医・がん薬物療法専門医・気管支鏡専門医、リウマチ専

門医をめざす。 

 

 

【行動目標（内容・方法）】 

「鳥取大学総合内科専門医プログラム」の関連施設として、日本内科学会認医制度

審議会の定める「新専門医制度 研修カリキュラム」に準じた研修を行う。 
臨床医学の進歩と社会・医療のニーズに対応できる医療人となるために、研修期間

に応じて、総合内科､消化器病学、糖尿病・内分泌・代謝病学、呼吸器病学、血液病

学、腫瘍病学および感染症学における基礎的・専門的な知識と技術を修得することも

できる。外来診療・入院診療に指導医とともに従事する。また、初期臨床研修医の指
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導ができる能力取得を目指す。 

  

 

 

 

 

 【週間予定】 

 午前 午後 その他 

月 
外来業務 

病棟業務 
病棟業務 

Cancer board 

 

火 
外来業務 

病棟業務 

病棟業務 

気管支鏡検査 
 

水 
外来業務 

病棟業務 
病棟業務 呼吸器カンファランス 

木 
外来業務 

病棟業務 

病棟業務 

気管支鏡検査 
 

金 
外来業務 

病棟業務 
病棟業務 内科総合カンファランス 

  

 


